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（ 地 域 情 勢 報 告 ） 

作成年月日 平成 28 年２月４日 

作 成 部 局 淡 路 県 民 局 

 

島の水瓶「ため池」による治水プロジェクトの推進状況 

  

淡路県民局では、島内にため池が約２万３千ヵ所（県下の６割）あることを活かし、

利水者の参画と協働のもと、ため池が有する「雨水の一時貯留機能（洪水調整機能）」

を最大限発揮させ、洪水被害を軽減するプロジェクトを推進しています。本プロジェ

クトでは、台風シーズンに積極的にため池の水位を下げる事前放流の普及啓発（ソフ

ト支援）及びため池管理者がより取り組みやすくなるような放流施設整備（ハード支

援）に取り組んでいます。  

 このたび、ため池管理者の協力のもと、島内の二級河川３流域のため池 13ヵ所につ

いて、総合治水条例の流域対策に規定する「指定貯水施設」※として県下初となる指定

を１月 26日に行い、雨水貯留容量を確保することになりました。 

 今後の台風シーズンには、本指定流域で洪水調整効果が確実に発揮されるとともに、

モデル流域として本取組を島内に広げていく予定です。 

 

 

 

 

１ 「指定貯水施設」への県下初指定 

(1) 指定概要 

過去に洪水被害が発生した河川流域に位置し、比較的規模が大きく雨水貯留効

果の高いため池 13ヵ所を選定し、営農の支障とならない範囲で、台風シーズンに

約 11万５千 の雨水貯留容量※を確保します。 

今回、農業用水の利用が少ない期間に一定量を落水しておく｢期間放流方式｣と

して、ため池管理者の同意・協力を得て、洪水吐や取水施設の改良等による放流

施設を整備し、永続的な雨水貯留容量の確保を実現することになります。 

※甲子園球場に水深３ｍ貯める程度の容量 

 【河川流域別の指定概要】（別紙 位置図有り） 

対象河川 指定貯水施設 
左記の総貯

水容量（ ） 

確保する雨水

貯留容量（ ）

貯留容量の 

確保期間  

三原川水系馬乗捨
うまのりすて

川
がわ

 

（南あわじ市神代国衙 他）
花岡
はなおか

池
いけ

 200,000 43,300 9/1～10/31 

山田川水系山田川 

（淡路市山田 他） 
寄合
よりあい

池
いけ

 

ほか３ヵ所 
166,800 35,900 9/1～10/31 

都志川水系相
そう

原川
はらがわ

 

（洲本市五色町鮎原下 他） 

中山池 

ほか７ヵ所 
118,900 35,500 8/15～11/30 

淡路島内ため池１３ヵ所 計 485,700 114,700  

※指定貯水施設：総合治水条例 第27条（指定貯水施設への指定）抜粋    

知事は、前条（貯水施設による雨水貯留容量の確保）の適切な措置を行うことが計画地域における

流域対策に特に必要と認める貯水施設を指定貯水施設として指定することができる。 
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（2）雨水貯留による効果 

   神戸大学 田中丸教授（分野：水文学）の協力のもと、平成26年台風19号豪雨時

（10/13）に貯留容量を確保した場合の影響を試算した結果、ため池が上流からの

雨水を貯留することにより、下流への洪水量を平均３割程度低減できることになり

ます。 

 

２ 事前放流の普及啓発（ソフト支援） 

  農業者団体への広報誌配布や管理者講習会の開催（年間延べ 10 回程度）により、

台風前や秋季にため池の水を放流する意義の普及啓発に取り組んでいます。 

また、従来から大型台風前に CATV や防災無線によりため池の事前点検や水位低下

を呼びかけていましたが、この取組を一層強化するため、「ひょうご防災ネット」を

活用し、平成27年6月から管理者へ直接呼びかけるシステムの運用を開始しました。

昨年 12月末までに計 11回にわたり緊急情報等を発信しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ ため池の放流施設整備（ハード支援）  

  未整備河川流域のため池群を対象に、洪水吐や取水施設の改良等による放流施設

の整備を進めています。また、被災ため池の災害復旧時に併せて同施設を設置する

ことも進めています。国庫補助事業によるため池改修時に併設するものと合わせ、

毎年度20ヵ所を目標とし、平成27年度には23ヵ所の整備を進めているところです。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜問い合わせ先＞ 

 ため池を活用した治水対策に関すること 

  淡路県民局洲本土地改良事務所農村計画第２課 TEL 0799-26-2117 

 淡路地域の総合治水対策に関すること 

  淡路県民局洲本土木事務所所長補佐（企画調整担当）TEL 0799-26-3221 

全体講習会の開催状況（洲本市） 

洪水吐の一部切り下げによる整備 
（南あわじ市 高坂池） 

取水施設への放流口（ため池栓）設置 
による整備（洲本市 土取池） 

地域別講習会の開催状況（淡路市） 

切り下げた 
ときの水位 

通常の満水位 

通常の満水位 

ため池栓を開けた
ときの水位 ため池栓 

（φ150） 

ため池栓の拡大写真 

２ 
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 別 紙  指定貯水施設の位置図 

都志川水系相原川 

山田川水系山田川 

三原川水系馬乗捨川 

花岡池 

寄合池 

井面池 

安乎堂池 溝下池 

樫谷池 

中山池、荒神谷池 

八京池 

新池・中ノ池・弥の谷池・新池 

43,300  の雨水貯留容量を確保する 

「花岡
はなおか

池
いけ

」（南あわじ市神代国衙） 

13,200  の雨水貯留容量を確保する 

「寄合
よりあい

池
いけ

」（淡路市山田） 

9,400  の雨水貯留容量を確保する 

「中山池」（洲本市五色町鮎原下） 

３ 
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平成28年1月21日　神戸新聞（淡路版）
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貯水施設の管理に関する協定 

 
兵庫県淡路県民局（以下「甲」という。）、洲本市（以下「乙」という。）及び中山池田主

（以下「丙」という。）は、貯水施設の大雨に伴う雨水を貯留する容量（以下「雨水貯留容

量」という。）を確保するため、次のとおり管理に関する協定を締結する。 
 
（定義） 

第１条 この協定において「貯水施設」とは、次項に規定する工作物を設置したため池を

いう。 
２ この協定において「工作物」とは、ため池治水活用工事により設置された雨水貯留容

量を確保するための施設をいう。 
（対象となる貯水施設） 

第２条 この協定の対象とする貯水施設（以下「対象貯水施設」という。）は次のとおりと

する。  
名称 所在地 
中山池 洲本市五色町鮎原下 747 番地 

（対象貯水施設の保全等） 

第３条 乙及び丙は、対象貯水施設について、総合治水条例（以下「条例」という。）第 27
条第１項による指定貯水施設としての指定を受けた後は、条例第 30 条による指定の解除

がなされない限り、対象貯水施設を存置させ、対象貯水施設の工作物を保全しなければ

ならない。 
２ 丙は、対象貯水施設に変更を加えようとするときは、あらかじめ乙と協議しなければ

ならない。 
３ 乙は、前項の協議を受けた場合、遅滞なく甲に報告しなければならない。 
（甲の役割） 

第４条 甲は、対象貯水施設について、次に掲げる事務を処理する。 
（１）条例第 27 条第１項に規定する指定貯水施設としての指定を行うこと 
（乙の役割） 

第５条 乙は、第３条各項に掲げる事務のほか、対象貯水施設について、次に掲げる事務

を処理する。 
（１）乙は、対象貯水施設の管理者である丙の代わりに、あらかじめ貯水量を減じる等の

適切な措置により雨水貯留容量を確保すること。なお、この限りにおいて、条例第 28
条第１項の規定による対象貯水施設の管理者の義務を担うものとする 

（２）第６条第２号に規定する丙からの通報があり、その破損が雨水貯留容量の確保に支

障を及ぼしているものと認められた場合、丙が行う対象貯水施設の修繕や改築に対し

て、その雨水貯留容量を確保する上で必要な範囲内において支援をすること 
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（丙の役割） 

第６条 丙は、第３条各項に掲げる事務のほか、対象貯水施設について、次に掲げる事務

を処理する。 
（１）前条第１号の事務を除き、対象貯水施設の適切な管理及び点検を行うこと 
（２）対象貯水施設について、修繕や改築を必要とする破損を確認した場合、遅滞なく乙

に通報すること 
（協定の有効期間） 

第７条 この協定の有効期間は、この協定の締結の日から、条例第 30 条による指定の解除

がなされる日までとする。 
（その他疑義） 
第８条 この協定に定めのない事項又はこの協定に関して疑義が生じたときは、甲乙丙協

議の上、これを定めるものとする。 
  
 この協定の締結を証するため、本書３通を作成し、甲乙丙記名押印の上、各 1 通を保有

する。 
     
 

平成２７年１１月  日 
 

                   甲 洲本市塩屋 2 丁目 4 番 5 号 
兵庫県淡路県民局長   尾原 勉 

                    
乙 洲本市本町三丁目４番 10 号 

 洲本市長        竹内  通弘 
                    

丙 洲本市五色町鮎原下 552 番地 
  中山池田主代表     高田 光雄
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様式例 エ０１（条例第27条・第28条、規則第19条関係）  

 

貯水施設指定同意書兼協議書 
 

平成２７年１１月  日 

淡路県民局長 様 

管理者 住所（法人にあっては、主たる事務所の所在地） 

                     洲本市五色町鮎原下 552 番地   

                  氏名（法人にあっては、名称及び代表者の氏名） 

                     中山池田主 代表 高田 光雄  ○印 

                       電話 (0799)62-4144 番 

私の管理する下記の貯水施設に対し、総合治水条例第27条第１項の指定を受けることについ

ては、同条第２項の規定により同意します。 

また、当該貯水施設において雨水貯留容量を確保するために行う措置の内容について、同条

例第28条第２項に定める協議を、下記「雨水貯留容量を確保するために行う措置に係る協議」

のとおり、あらかじめ行います。  

記 

貯水施設 

名 称   中山池 

所 在 地  洲本市五色町鮎原下747番地 

雨水貯留容量を確保

するために行う措置

に係る協議 

（条例第28条第２項） 

  

次のとおり雨水貯留容量を確保することとする。 

［期間設定対応］ 

(1) 取組時期      8/15～11/30 

        

(2) 放流方法  

放流施設を操作し、満水位から1.3ｍ以上低い水位を維

持する。 

(3) 貯留容量       9,400ｍ3（満水面積：約8,400㎡） 

         

[直前対応］ 

 台風等の豪雨の直前に、県民局長等から事前放流の協力要請

があったとき、稲作に影響が生じない範囲で事前放流に努める。 

備  考 
 上記期間設定対応の措置により営農に支障が生じる場合、措置内

容の変更を協議する。 
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平成２８年３月１日神戸新聞　全県版
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